
屋内50ｍ水泳場整備事業は、国内主要大会の開催、競技力向上、県民が水と親しむ環境の創出を目的に、神根

運動場及び神根公園内の設置に向けて、当初の予定通り進んでいます。北スポーツセンターなどの解体工事も全て
終わり、2月中旬から準備工事に入ります。今年は、一部騒音や振動が発生する恐れがある作業も始まりますので、
ご迷惑をお掛けすることもあるかもしれません。ご理解ご協力お願いいたします。完成は令和9年度の予定です。

埼玉県屋内50ｍ水泳場整備事業の進捗状況について

いつもありがとうございます。川口駅西口のリリアが大規模改修工事中のため、
今年の成人式はグリーンセンターでの開催となりました。5,860名が新成人となりまし
た。おめでとうございます。晴れやかな姿を目にし、私も初心を忘れず頑張ろうという
気持ちにさせていただきました。
さて、今号は屋内50ｍ水泳場についてや警察官の増員についてなどご報告いたします。
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埼玉県の警察官が増員されます

警察官の増員については、県議会議員1期目から国に増員を求める意見書を会派として提案してきました。
埼玉県は警察官1人当たりの負担状況が全国1位、併せて警察官1人当たりの犯罪認知件数も全国1位と
なっているにも関わらず、平成30年から埼玉県には1人も増員されていない現状がありました。
市内に3つ目の警察署が設置されることや軽犯罪件数の増加、事件の多様化などを考えると増員の必要
性を更に感じ、昨年12月定例会の一般質問でも取り上げました。
この度政府の令和7年度予算案に埼玉県警察官175名の増員が盛り込まれました。
しかしながら、警察官1人当たりの負担率は高い状況ですので、引続き働きかけていきます。



リチウムイオン電池などの処分方法について

「通学路になって
いるのに横断歩
道が消えていて
危ない。」とのお
声をいただき、再
塗付を求めました。

安全対策

「川口陸橋の柵が
低くて危ない。」と
のお声をいただき、
高くするよう対応
を求めました。

1月3日、川口市朝日環境センターで火災が発生しました。一時的にごみの回収業務を停止し、ご不便をお

掛けいたしました。
発火の原因については、ごみピット内に入るのは危険と判断されたため不明ですが、可能性として考えられ
るのは、リチウムイオン電池、自然発火するオイルが付着したボロ布です。

リチウムイオン電池が起因する火災は、全国的に増加しています。一般ごみの袋にリチウムイオン電池が
混在されていた場合、ごみ収集車にて収集する際に外部から衝撃を受けたり、誤って穴が開いてしまうと、リ
チウムイオン電池がショートし、局所的な発熱から火災が発生してしまいます。
火災を防ぐためには、一般ごみの袋に混在せず、絶縁して金属類としてお出しください。
また、使わなくなった小型充電式電池は販売店等リサイクル協力店へお持ち込みください。リサイクル協力店
については、一般社団法人JBRC（03-6403-5673）へお問い合わせください。

朝日環境センターは年内には復旧できる見込みとなっています。その間他自治体へごみの受入れをお願い
することになり、修繕費含め多額の予算が必要となります。改めて分別の徹底やごみの減量化のご協力を
お願いいたします。

八潮市における道路陥没事故

1月28日、八潮市内の県道松戸草加線中央1丁目交

差点内において、中川流域下水道の下水道管の破
損に起因すると思われる陥没が起き、走行中のトラッ
クが転落する事故が発生しました。

汚水が溢れる可能性があるため下水道の使用を制
限し懸命な救助活動が続いています。(2月4日時点)
下水道管については、5年に1回以上の点検が義務

づけられており、現場となったところは点検時には緊
急性を要する箇所ではありませんでした。

今後、県として点検の回数を増やすよう予算の拡充
を求めたり、国には補助金など要望していきます。

下水道管以外にも老朽化しているインフラが多くあ
るので、維持管理に必要な予算を長期的に確保して
いかなくてはならないと強く感じています。

埼玉県議会2月定例会 2月19日開会予定
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